
すピハタ 

コンクリートは 500°以上になると中性化

する 

〇一次調査 

①コンクリートの変色 

②爆裂や剥落の有無、大きさ、深さ 

③ひび割れの有無、幅及び長さ 

④浮きや剥離の有無 

⑤部材のたわみや変形 

⑥鉄筋の露出状況 

⑦ﾘﾊﾞﾝｳﾝﾄﾞﾊﾝﾏｰによる反発度試験 

 健全部と比較して同等以上か 

⑧中性化試験 

 健全部と比較して進行していないか 

〇二次調査 

①ｺﾝｸﾘｰﾄ圧縮、ヤング係数 

②鋼材の引張試験 

③受熱温度推定 

 UV スペクトル法 

〇再使用 

・ｺﾝｸﾘｰﾄ 300° 

・鉄筋 500° 

               2013 年度 火災問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.調査項目 
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選択科目   火災 
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技術部門   2013 年 問題 B 

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－  

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

問 1 に つ い て  

橋 梁 は 供 用 後 3 7 年 が 経 過 し た 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

ラ ー メ ン 高 架 橋 で あ る 。 コ ン ク リ ー ト は 、 過 熱 を 受 け

る と セ メ ン ト と 骨 材 が そ れ ぞ れ 異 な っ た 膨 張 収 縮 挙 動

を し 、 組 織 は 緩 み 劣 化 ・ 剥 落 す る 。  

火 害 を 受 け 、 コ ン ク リ ー ト 表 面 か ら 3 0 m m の 深 さ ま

で ピ ン ク 色 に 変 色 し て い る 。 し か し 、 1 時 間 で 鎮 火 し

た た め 、 コ ン ク リ ー ト の 熱 伝 導 率 か ら 考 え る と 、 内 部

ま で 高 温 に さ ら さ れ た と は 考 え に く い 。 表 面 の み が 、

短 時 間 高 熱 を 受 け た も の と 推 察 さ れ る 。 ピ ン ク 色 に 変

色 し て い た 事 か ら 、 3 0 0 ～ 6 0 0 ° C の 熱 を 受 け た と み ら

れ 、 コ ン ク リ ー ト の 再 使 用 可 能 温 度 3 0 0 ° C を 超 え て

い た 可 能 性 が 高 い 。 な お 、 鋼 材 の 再 使 用 可 能 温 度 は

5 0 0 ° C の た め 、 こ れ も 超 え て い る 可 能 性 が あ る 。 ま た 、

設 計 基 準 強 度 は 高 強 度 で は な い 2 4 N / m m 2 で あ る 事 か ら 、

爆 裂 は 生 じ て い な い と 考 え ら れ 、 損 傷 写 真 か ら も 確 認

で き る 。 さ ら に 写 真 か ら は 、 隅 角 部 に 鉄 筋 が 露 出 し て

い る の を 確 認 で き る 。 こ れ は 、 隅 角 部 が 高 熱 を 受 け た

こ と で 、 鉄 筋 と コ ン ク リ ー ト の 間 に 熱 膨 張 差 が 生 じ 、

厚 さ 4 0 m m の か ぶ り の 剥 落 を 招 い た も の と 考 え ら れ る 。

火 害 の 影 響 を 確 認 す る 調 査 項 目 と し て は 、 5 0 0 ° C 以

上 加 熱 さ れ る と 中 性 化 が 進 行 す る た め 、 中 性 化 深 さ を

計 測 す る 。 ま た 、 リ バ ウ ン ド ハ ン マ ー に よ る 表 面 硬 度 、

コ ア に よ る 圧 縮 強 度 お よ び ヤ ン グ 係 数 の 確 認 、 隅 角 部

の 鉄 筋 の 引 張 試 験 が 必 要 で あ る 。  
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

問 2 に つ い て  

こ の 構 造 物 を 今 後 5 0 年 間 供 用 す る た め に 、 必 要 な

補 修 ・ 補 強 工 法 を 立 案 す る 。 調 査 結 果 も 考 慮 す る 必 要

が あ る が 、 火 害 等 級 Ⅲ ～ Ⅳ 級 に 相 当 す る 。 劣 化 程 度 が

大 き い 場 合 は 、 新 た な 鉄 筋 に 差 し 替 え て 断 面 修 復 を 行

う 。 コ ン ク リ ー ト を は つ り 取 る 深 さ は 、 中 性 化 深 さ に

よ る た め 、 建 設 後 3 7 年 の 経 過 に よ る 中 性 化 深 さ を 確

認 し 、 そ れ よ り 深 く な け れ ば 火 害 を 受 け た 部 分 だ け を

修 復 す る 。 な お 、 今 後 5 0 年 間 の 供 用 を 考 え る と 、 中

性 化 対 策 も 検 討 す る 。  

火 害 等 級 Ⅱ ～ Ⅲ 級 に 相 当 し 劣 化 程 度 が 少 な い 場 合 は 、

鉄 筋 は 火 災 の 影 響 を 受 け て な い と 考 え ら れ る 。 ま た 中

性 化 残 り が 発 錆 限 界 未 満 で あ れ ば 、 中 性 化 抑 制 の た め

の 表 面 被 覆 工 な ど で 延 命 化 を 図 る 。 そ の 場 合 、 コ ン ク

リ ー ト の 表 面 か ら の 中 性 化 深 さ を 確 認 し 、 中 性 化 速 度

か ら 5 0 年 後 の 中 性 化 深 さ を 予 測 す る 。  

今 後 橋 梁 を 安 全 ・ 安 心 に 供 用 し て い く た め に は 、 点

検 結 果 、 補 修 ・ 補 強 工 法 の 記 録 を 残 し 、 定 期 的 に 点 検

を 継 続 し て い く 必 要 が あ る 。  


